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都
の
名
と
成
り
た
る
な
ら
ん
。
共
の
故
は
加
賀
の
古
庄
名
に
金
潔
庄

あ
り
。
金
谷
門
よ
り
蓮
池
の
卒
地
・
製
校
法
を
い
ふ
と
也
。
新
安
手
簡

に
、
江
戸
の
名
も
住
名
よ
り
山
づ
る
な
ら
ん
と
あ
り
。
平
次
按
十
る

民
、
令
一
僚
の
庄
名
い
ま
だ
古
文
書
中
に
は
所
見
な
け
れ
ど
.
月
披
締

仰
全
銘
に
紋
せ
た
る
獄
珠
寺
鎚
銘
K
、
加
賀
州
石
川
郡
金
津
庄
小
立

川
村
と
紀
蹴
す
。
此
の
文

K
掠
れ
ば

.2
文
延
貨
の
頃
ま
で
も
此
の

庄
枕
を
い
ひ
俳
へ
た
り
し
と
附
ゆ
。
小
立
野
村
と
い
ム
は
.
今
小
立

野
の
川
地
を
さ
せ
る
も
の
な
り。

叉
関
屋
政
春
の
古
兵
談
氏
、
丑
十

一
月
二
日
夜
の
w
y
k
‘金
四
聞
は
加
州
石
川
郡
佐
都
江
，庄
と
の
文
字
憶

K
見
ね
た
り
。
古
人
の
物
語
に
も
守
て
聞
か
宇
。
不
審
し
と
い
ム
事

を
放
せ
た
り
。
右
は
夢
物
詩
た
る
が
ゆ
ゑ
に
論
、
ヂ
る
陀
足
ら
宇
。

O
金
運
寺
遺
祉

民
吉
宗
卯
辰
永
久
寺
由
来
舎
に
一
耳
ふ
。
往
昔
は
白
山
の
枇
品
川
に
て
一

王
寺
と
放
し
、
天
文
八
年
の
頃
よ
り
体
言
之
趣
有
ν
之
。
共
以
後
金
深

へ
出
で
、
城
山
の
溢
に
居
佐
仕
、
金
深
靖
と
改
抑
制
致
し
.
文
総
年
中

の
佐
職
木
食
長
意
と
申
者
位
持
の
頃
.
新
路
寺
陀
被
一
如
日付
↓
院
長
七

年
波
野
川
河
上
に
て
寺
地
被
v
下、

三
代
秀
雅
移
時
仕
。
中
品
来
四
年
浅

野
川
寺
地
召
上
げ
ら
れ
・
卯
反
山
陀
於
て
替
地
拝
領
、
一件特
仕
け
り
。

金
海
古
蹟
志
港

十

寺
鋭
改
椴
は
、
利
常
卿
小
松
御
在
披
の
頃
略
式
司
凶
代
秀
叫
制
服
上
物
の

上
舎
に
、

金
滞
金
津
寺
と
寄
付
上
る
鹿
‘
御
覧
被
ν
成
‘
金
津
山
戒
久

寺
と
改
鋭
致
す
べ
き
皆
、
竹
間
市
三
郎
を
以
被
一-仰
尚
一
夫
よ
り
金
将

山
武
久
寺
と
糾
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
抑
制
航
寺
所
磁
正
保
二
年

間
五
月
八
日
本
多
安
房
守
等
速
器
奉
牲
に
、
提
言
宗
金
津
金
部
寺
と

円
掛
性
】

紙
せ
た
れ
ば
、
永
久
苛
と
改
糾
せ
し
は
正
保
以
前
の
郡
な
る
べ
し
。

共
の

沓
地
は
城
山
の
遜
と
仰
承
す
れ
ば
.
金
洗
湖
町
の
近
溢
怠
る
ベ

し
。
放
医
沓
寺
枕
金
部
寺
と
枕
せ
し
と
間
ゆ
。
卯
反
明
王
院
も
、
貞

享
二
年
の
由
来
住
民
、
背
は
木
多
安
房
屋
敷
の
地
K
居
住
仕
、
金
津
山

愛
宕
寺
明
王
院
と
放
す
と
見
h
・
卯
皮
愛
泊
枇
絵
起
に
も
、

往
古
枇

殿
在
一
-今
本
多
房
州
第
地
ブ
山
総
金
制
陣
山
。
寺
批
愛
出
血
寺
明
王
院
-
と
あ

り
。
本
多
民
の
邸
地
は
‘
金
洗
訓
障
の
近
溢
に
て
そ
の
か
み
此
の
地
設

を
ば
金
津
庄
な
ど
L

稀
せ
し
ゅ
ゑ

K
.
山
放
陀
な
し
た
る
な
る
べ

し
。
臨
済
宗
卯
反
園
蓮
寺
島
よ
ぴ
日
蓮
宗
卯
反
妙
限
寺
.
此
の
雨
寺

の
山
総
も
金
海
山
と
鋭
す
。
是
も
明
王
院
と
同
じ
く
‘
小
立
野
成
坂

の
高
溢
に
、
そ
の
か
み
寺
地
あ
り
け
る
に
よ
り
.
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津
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と
山
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を
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る
な
ら
ん
。
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